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4　全学年全学級の指導場面で、前期後期ともに実施 A　学校評価アンケート「ア」③「地域連携教育活動」肯定的評価　８０％以上

3　90％以上の学年・学級の指導場面で、前期後期ともに実施 B　学校評価アンケート「ア」③「地域連携教育活動」肯定的評価　７０％以上

2　80％以上の学年・学級の指導場面で、前期後期ともに実施 C　学校評価アンケート「ア」③「地域連携教育活動」肯定的評価　５５％以上

1　80％未満の学年・学級の指導場面で、前期後期ともに実施 D　学校評価アンケート「ア」③「地域連携教育活動」肯定的評価　５５％未満

4　必要情報の90％以上を周知・意見交換 A　学校評価アンケート「ア」④「地域との一体化」肯定的評価　８０％以上

3　必要情報の80％以上を周知・意見交換 B　学校評価アンケート「ア」④「地域との一体化」肯定的評価　７０％以上

2　必要情報の70％以上を周知・意見交換 C　学校評価アンケート「ア」④「地域との一体化」肯定的評価　５５％以上

1　必要情報の70％未満を周知・意見交換 D　学校評価アンケート「ア」④「地域との一体化」肯定的評価　５５％未満

4　月20回以上の更新・情報発信 A　学校評価アンケート「ア」②「情報発信」肯定的評価　８０％以上

3　月15回以上の更新・情報発信 B　学校評価アンケート「ア」②「情報発信」肯定的評価　７０％以上

2　月10回以上の更新・情報発信 C　学校評価アンケート「ア」②「情報発信」肯定的評価　５５％以上

1　月10回未満の更新・情報提供 D　学校評価アンケート「ア」②「情報発信」肯定的評価　５５％未満

4　保護者が月に１回程度来校 A　学校評価アンケート「ア」①「教育活動公開」肯定的評価　８０％以上

3　保護者が2か月に1回程度来校 B　学校評価アンケート「ア」①「教育活動公開」肯定的評価　７０％以上

2　保護者が学期に1・2回程度来校 C　学校評価アンケート「ア」①「教育活動公開」肯定的評価　５５％以上

1　保護者が学期に1回程度の来校 D　学校評価アンケート「ア」①「教育活動公開」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の授業で実施 A　児童アンケートの関連項目の平均肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の授業で実施 B　児童アンケートの関連項目の平均肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の授業で実施 C　児童アンケートの関連項目の平均肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の授業で実施 D　児童アンケートの関連項目の平均肯定的評価　５５％未満

4　週４回以上の実施 A　児童・学校評価アンケート「イ」②「家庭学習」の平均肯定的評価80％以上

3　週３回以上の実施 B　児童・学校評価アンケート「イ」②「家庭学習」の平均肯定的評価70％以上

2　週２回以上の実施 C　児童・学校評価アンケート「イ」②「家庭学習」の平均肯定的評価55％以上

1　週２回未満の実施 D　児童の学校評価アンケート「イ」②「家庭学習」の平均肯定的評価55％未満

4　貸出冊数が前年比100％以上 A　児童・学校評価アンケート「イ」③「読書」の平均肯定的評価 80％以上

3　貸出冊数が前年比90％以上 B　児童・学校評価アンケート「イ」③「読書」の平均肯定的評価 70％以上

2　貸出冊数が前年比80％以上 C　児童・学校評価アンケート「イ」③「読書」の平均肯定的評価 55％以上

1　貸出冊数が前年比80％未満 D　児童・学校評価アンケート「イ」③「読書」の平均肯定的評価 55％未満

４　90％以上の授業で実施 A　児童アンケートの関連項目の平均肯定的評価　80％以上

3　80％以上の授業で実施 B　児童アンケートの関連項目の平均肯定的評価　70％以上

2　70％以上の授業で実施 C　児童アンケートの関連項目の平均肯定的評価　55％以上

1　70％未満の授業で実施 D　児童アンケートの関連項目の平均肯定的評価　55％未満

4　90％以上の授業で意識して指導 A　児童アンケートの関連項目の平均肯定的評価　80％以上

3　80％以上の授業で意識して指導 B　児童アンケートの関連項目の平均肯定的評価　70％以上

2　70％以上の授業で実施して指導 C　児童アンケートの関連項目の平均肯定的評価　55％以上

1　70％未満の授業で実施して指導 D　児童アンケートの関連項目の平均肯定的評価　55％未満

4　すべてのアンケートで実施 A　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ・体罰防止」肯定的評価　80％以上

3　90％以上の実施 B　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ・体罰防止」肯定的評価　70％以上

2　80％以上の実施 C　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ・体罰防止」肯定的評価　55％以上

1　80％未満の実施 D　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ・体罰防止」肯定的評価　55％未満

4  90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「ウ」②③「規範意識」肯定的評価　８０％以上

3  80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「ウ」②③「規範意識」肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「ウ」②③「規範意識」肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「ウ」②③「規範意識」肯定的評価　５５％未満

4　９０％以上の学級で実施 A　児童アンケートの関連項目の肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の学級で実施 B　児童アンケートの関連項目の肯定的評価　７０％以上

2　７０％以上の学級で実施 C　児童アンケートの関連項目の肯定的評価　５５％以上

1　７０％未満の学級で実施 D　児童アンケートの関連項目の肯定的評価　５５％未満

4  年間指導計画の90％以上で実施 A　ＱＵもしくは、児童アンケートでの満足評価　９０％以上

3　年間指導計画の80％以上で実施 B　ＱＵもしくは、児童アンケートでの満足評価　８０％以上

2  年間指導計画の70％以上で実施 C　ＱＵもしくは、児童アンケートでの満足評価　７０％以上

1　年間指導計画の70％未満の実施 D　ＱＵもしくは、児童アンケートでの満足評価　７０％未満

4  90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「エ」①「進んで運動」肯定的評価　８０％以上

3  80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「エ」①「進んで運動」肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「エ」①「進んで運動」肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「エ」①「進んで運動」肯定的評価　５５％未満

4  90％以上の指導場面で実施 A　児童アンケートの関連項目の肯定的評価　80％以上

3  80％以上の指導場面で実施 B　児童アンケートの関連項目の肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の指導場面で実施 C　児童アンケートの関連項目の肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の指導場面で実施 D　児童アンケートの関連項目の肯定的評価　５５％未満

4  年間指導計画の90％以上で実施 A　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識」肯定的評価　８０％以上

3　年間指導計画の80％以上で実施 B　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識」肯定的評価　７０％以上

2  年間指導計画の70％以上で実施 C　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識」肯定的評価　５５％以上

1  年間指導計画の70％未満の実施 D　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識」肯定的評価　５５％未満

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現

目指す学校及び子どもの
姿を家庭や地域社会と共
有・連携した学びを推進
する教育課程を実施す
る。

地域の人材活用と施
設を生かした本校な
らではの教育を推進
する。

地域連携教員やボランティアコー
ディネーターなどと連携した授業を
実施する。

3.7

２０２５年度　町田市立町田第四小学校　学校経営計画・学校評価報告書

学校教育目標  　　つよい子ども　　　　◎考える子ども　　　　やさしい子ども
　　　　　　　　「実行する力」　　　「問題を解決する力」　　「人と関わる力」

学校経営の重点　　　〇学校運営協議会とともに、「つながり」を大切にした教育活動
　　　　　　　　　　　　〇「授業で勝負」ができ、「きめ細やかさで粘り強い」教職員集団

○目指す学校像　・・・「子供の未来をひらく学校」子供たちが関わり、高め合いながら、未来を切り拓く基礎を学ぶ調和のとれた学校
　　　　・子供一人一人が大切にされる学校　　　　　　　　　　　　　　・子供が自立していくための基礎を身に付ける学校
　　　　・集団生活をよりよく営むための規律を大切にする学校　　・保護者や地域の方から信頼され、愛される学校

重点目標の成果と課題
◎開校70周年にむけた取組の数々を、学校運営協議会・教職員・児童ともに高い満足度を上げ、大きな成果となった。
△児童理解や「きめ細やかで粘り強い指導」は形成されたが、学習指導についてはさらに磨ける余地もある。校内研究・研修を核にしていく。

①VC等による人材発掘などに
より、年間を通した教育活動を
すすめられた。取組指標が
3.7(3.5)、成果指標が85.6％
(82.6％)と微増した。
②意図的・計画的に学校運営協
議会を年間8回(見込)開催し、
意見交換をした。成果指標の
90.7％から保護者にも周知で
きていることが分かる。
③④開校70周年行事に向け、
地域の実行委員会が10回以上
開催され、地域・保護者全体で
情報共有し盛り上げることがで
きた。

■生産者を招いた取組は、学
年担任からの新しい働きかけ
でよかったので、次年度も地
域連携教員を核に、総合等の
単元の精選をすすめるほか、
保護者への周知に努める。
■町田市のガイドラインに
沿った積極的な情報発信の継
続に努め、保護者の要望の大
きい学年だよりのtetoru配
信を行う。
■今年度末に開催するオンラ
イン併用の保護者会や説明会
を効果的に計画し、情報伝達
の多様化を図る。

〇VCを活用した教育活動な
どが多くなってきていると思
う。生産者を招くなど先生主
体の依頼でVCを活かしてほ
しい。
〇学校運営協議会や周年実
行委員会などの意見を学校
が取り入れてくれた。
〇70周年記念事業で地域の
支援・協力が大きく反映され、
地域力を感じた。
〇tetoruなど活かし方が向上
しているが、情報量が多くなり
すぎないように今くらいにする
とよい。
△オンライン配信をうまく取り
入れていく必要がある。

Ａ

コミュニテイスクールを通じて、本校
の教育活動を周知し、意見交換を行
う。

4.0

A 85.6 A

学校の教育活動全
般について、積極的
な情報発信と受信・
共有を行う。

教育活動だより、ホームページの更
新、tetoru配信による情報発信を
行う。

4.0

90.7 AA

96.3 A

保護者会(オンライン含む)や学校公
開、学校行事などで、教育活動を積
極的に公開する。

4.0

A

97.6 A

確
か
な
学
力
の
育
成

子どもが主体的に学ぶ授
業改革を進め、主体的・
対話的で深い学びを実
現することで、基礎的・基
本的な知識及び技能の
確実な習得と思考力、判
断力、表現力等とともに
学び続ける力の育成を図
る。

学びの「根っこ」を学
校全体で共通理解
し、指導の方向性を
同じくする。

「町四学習スタンダード」を共通理解
し、学習規律・授業規律の徹底を図
る。

3.4

A

55.3 C

〇以前より子供が授業に取り
組む姿勢や教員の準備が
しっかりできている。
〇「町四学習スタンダード」を
共通理解し、しっかりと指導し
ていく。それが家庭学習など
につながることを期待する。
〇道徳の授業ではよく考えて
いてとてもよかった。「なりた
い自分」というキーワードから
学校教育目標の基礎が確認
できた。
△読書離れが深刻である。授
業時数を増やすことが難しけ
れば、宿題にするなど対応策
を考えたい。
△学校より家庭で、読書の機
会が少ないことを考えたい。

Ｂ

発達段階に応じた家庭学習のステッ
プを踏まえ、学習習慣の確立を図
る。

3.8

B 73.8 B

①児童は、学習準備73.3％
(70.4％)、授業中の姿勢
62.0％(69.9％)、話を聞く
86.2％(90.1％)であり、さら
に共通実践していく必要があ
る。
②家庭学習は、児童が75.8％
(77.0％)、保護者69.1％
(72.5％)で微減である。
③読書は、児童63.1％
(72.7％)、保護者47.5％
(52.1％)であり、最も低い項目
である。
④⑤取組指標が3.6(3.2)と大
きく伸びたが、授業の楽しさ
73.7％(79.4％)、理解
81.9％(83.2％)、児童の表出
66.8%(69.5％)にとどまって
いる。保護者の基礎基本の定着
にへの評価は87.6％
(86.4％)であった。

■「町四学習スタンダード」と
月間の重点を振り返る活動を
再検討していく。
■教科を絞った校内研究によ
り、系統性に目を向けること
ができた。町田市の目指す「学
び続けるこども」の実現に向
け、基礎基本の定着と学習意
欲喚起へのアプローチなど手
立てを共有化していく。
■素話や読み聞かせなどこと
ばに触れる多様な活動を実践
する。高学年へのLibby(電子
図書館)導入がすすんでいな
いので、端末更改に合わせて
すすめる。

BA 72.5

学習情報センターとしての学校図書
館の活用と読書量の向上を目指す。

2.7 C

学習への興味・関心
を高め、子どもの
「学び続ける力」と
「共に考える力」を育
てる。

学習者としての自覚をもたせるため
に、めあての提示や振り返りを行う。

3.6 A 73.7 B

授業のねらいに即した発問を考え、
価値ある対話や学び合いをする学習
場面を展開する。

3.5 74.3 B

豊
か
な
心
の
涵
養

自分の考えを伝え、他人
の考えを理解するととも
に、多様性を尊重し、自
分と共に他者を大切にす
る意識・意欲・態度を育て
る。

生命を大切にする心
や他人を思いやる
心、規範意識等を育
む。

毎月の「心のアンケート」の聞き取り
を丁寧に実施し、いじめ見逃しゼロ
にする。

4.0

A

学校や家庭の決まりを守ろうとする
規範意識を高める。

3.5

A

■担任が問題を抱え込まない
組織的な対応や情報のデータ
化が効果的であったため、継
続をする。
■学校のきまりを再点検し、
規範意識とその実践力を継続
的に指導する。
■居心地がよい学校・学年・学
級になるように、今年度は周
年行事関連で、子供のアイ
ディアなども生かして作り上
げる経験をさせたが、次年度
も実践していく。

〇心のアンケートをはじめ、
何か問題があった際は先生
方が協力し、対応されている
姿をよく見かける。
〇周年行事で子供たちの成
長を見ることができた。
〇いじめ対応などデリケート
な部分で70％の肯定的評価
はとても高い。さらに向上させ
たい。
△心のアンケートにどこまで
素直に記入しているかが気に
なる。
△障がい理解教育について、
障がい福祉課や社協の利用
も検討できると思う。

Ａ

75.9 B

①いじめ等への対応に、
75.9％(76.0％)の肯定的評
価であった。
②規範意識の肯定的評価は、
85.4％(80.9％)と増加した
が、児童評価は80.9％
(85.4％)と減少している。
③誰にでもやさしくは、児童の
91.1%(90.3％)の高い肯定的
評価を維持している。
④学校満足は
74.2%(74.1％)、友達満足
94.1％(93.6％)、Q-Uでの満
足度51.3％[全国平均
43.0％]でありA評価に値する
が、要支援が26.0%[全国平均
23.0％]であるためBとした。。

85.4 A

A

A

他者を理解し、自分
のできることを実践
しよとする力を育
む。

障害理解啓発授業(今年度はサポー
トルーム)を全学級で実施する。

4.0 91.1 A

学級活動はじめ子供の主体的な活
動を推進する。

3.6 B

健
や
か
な
体
の
育
成

生涯を通じて健やかに過
ごすための運動習慣・正
しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくま
しい心を育てるととも
に、自助・共助・公助の力
を身に付ける安全指導・
安全教育を充実する.。

運動の日常化と健康
教育及び食育の充
実を図り、基礎体力
の向上を図る。

体力テストの結果分析を生かした体
育科の授業や体育朝会、体力向上旬
間を実施し、運動の日常化を推進す
る。

3.3

A 84.2

B

Ａ
「休み時間は外遊び」を推奨し、基礎
体力の向上を図る。

3.6

80.2 A

①取組指標は若干低めである
が、保護者アンケートは80.2％
(80.5％)と変化はなかった。
②児童アンケートは72.1％
(77.7％)と、天候の影響もあり
減少したと考える。
③保護者アンケート
90.7%(86.8％)と大きく増加
した。

■猛暑日などの体育館割り当
てなどを継続し、体を動かす
機会を増やす。
■読売巨人軍、町田ゼルビア
などアスリートの出前授業に
より、多様な運動経験をさせ
る。

〇猛暑日が多く、屋外の活動
に制限があったが、体育館を
活用するなど工夫があった。
〇先生方も休み時間に外遊
びをしていて、子供たちが喜
んでいる。
〇プロの競技体験は、キャリ
ア教育の点でもよい。
△体力テストの結果があまり
よくないので、体育のほかに
も体を動かす機会を増やした
い。

A 72.1 B

安全な環境を整備
し、自己・他者の命や
心身を守る力を育成
する。

柔軟で学びのある避難訓練を計画
的に実施し、自分の身を守る判断
力・行動力を身に付けさせる。

4.0 A 90.7 A


